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　救急看護認定看護師は、救急医療現場における迅速
な救命技術の提供、救急患者の緊急度や重症度の見極
め（トリアージ）、災害時における急性期の医療ニーズ
に対するケアなどを行います。私は、2010年に救急看
護認定看護師になりました。現在、取り組んでいる活動
を紹介します。

1．救命技術指導の実施
　患者の心臓や呼吸が止まってしまった場合、正しい
救命処置を身に付けた医療者が一斉に集まって協力す
ると必要な処置を素早く行うことができます。そこで、
病院のスタッフを対象に１次救命処置（救急患者を発見
した時に行う心臓マッサージなどの対応）の研修会を
行っています。昨年は、看護師や事務スタッフ、薬剤師
等、計50名の参加がありました。また、当院では、日
本救急医学会の認定コースである２次救命処置コース
（医療従事者のための蘇生トレーニングコース）を年２
回行っています。その時、コースが上手くいくように調
整したり参加者の指導を行っています。

2．急変を防ぐための院内ラウンド
　患者の急変には前兆（呼吸が早くなる、脈が速くなる
等）があり、それを迅速に捉えて対応することが大切で
す。当院では、医師や集中ケア認定看護師、救急看護認
定看護師がチームを組んで週1回、病棟をラウンドして
急変の早期発見、予防に取り組んでいます。呼吸や脈拍、
血圧の変動がある患者や手術後の患者を訪室し、全身
状態の観察や検査結果を確認し、観察ポイントや症状
の考え方などを担当看護師へ伝えます。医師と一緒にラ
ウンドしますので、医師からのアドバイスを聞いてケ
アに活かすことが出来ます。昨年はラウンドにより約
100名の患者に対応しました。

3．災害に関する活動
　救急看護認定看護師は、災害時のケアも行います。災
害への備えとして、2011年～2014年に当院の災害訓
練を企画し、６回の訓練を行いました。訓練では、院内
外から延べ約400人の医療者の参加がありました。ま
た、同じ時期に島根県看護協会の災害委員として活動
し、島根県災害支援ナースのマニュアル改訂に携わり
ました。

　今年の熊本地震では、４月17日～19日にDMAT（災
害派遣医療チーム）として熊本赤十字病院を拠点に活動
を行いました。自衛隊車両で被災地内の患者を被災地外
の病院まで搬送する任務や、被災地内の保健所に行き、
地域の現状や支援の状況について情報を収集する任務
に参加しました。
　救急看護認定看護師になり今年で６年目を迎えます。
質の高い救急看護が実践できるように研鑽してまいり
ます。
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～One for All, All for One ～

　こんにちは、研修医2年目の原和志と申します。私は
浜田市の出身で浜田高校の卒業生です。浜高を卒業後、
島根大学医学部に入学し、昨年卒業し故郷の浜田で医師
としてのスタートを切りました。今は臨床研修医として
各診療科をローテーションして研鑽を積んでいます。
　私は大学時代にラグビーというスポーツに出会いまし
た。昨年はラグビー W杯でJAPANの活躍に日本中が沸
きました。実は浜田医療センターにはラグビー経験者の
ドクターが多くいます。ついつい熱のこもった話をみん
なでしたことを思い出します。ラグビーは個の力よりも
集団の組織力が重要です。一人のスーパープレーヤーが
いても勝てません。組織で守り、組織で攻めることが肝
心です。これは私たちの研修生活にも当てはまる様な気
がします。
　研修医2年目になり後輩になる研修医が4人も浜田で
働いてくれることになりました。これまでは教わるだけ
でよかったものが、研修医2年目となりこれからは自分
のできる範囲のことを後輩に伝えていかなければならな
いこともあります。しかし教えることはなかなか難しい
ことだと改めて実感しています。
　私自身の研修医１年目を振り返ってみると、何に対し
ても積極性に欠けるというか、一歩後手に回っていたよ

うに思います。今年の1年目の先生たちは積極的に取り
組み、目標を持って研修に臨んでいるような気がします。
同期や後輩の研修医９人でスクラムを組み、みんなで高
め合い浜田医療センターの医療の質の向上に努めたいと
思います。
　私は今、泌尿器科で研修をさせていただいております。
指導医の盛谷先生から優しくご指導を仰ぎながら、膀胱
癌から尿路結石・頻尿まで幅広い疾患を外来で診察し、
その需要の高さを感じています。忙しい日常診療の中で
も、勉強会や抄読会、病棟回診や救急外来など一つ一つ
のルーティーンを大切にして地域のため自分の腕を磨く
ため日々精進していきたいと思います。
　7月からは東京の災害医療センターで救急研修を受講
します。ここは全国的にも救急が有名で、DMATという
災害が起こったときに医療支援を行うチームの事務本部
が設置されている病院です。
　このような病院で研修をさせていただけること、とて
もうれしく思いますし、より一層気を引き締めて研修に
臨みます。
　初期研修が終了した後の進路は正直悩んでおりますが
いつかは浜田に戻り浜田圏域の医療に従事したいと思っ
ております。残り数ヶ月の研修ですが悔いのないよう、
精一杯尽力したいと思います。
これからも何卒よろしくお願い申し上げます。
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